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35
～ 新しい倉吉市議会議員が決まりました ～

　　　　　　　　　（詳細は ２、３ページ）

　令和７年９月第５回倉吉市議会定例会が、
令和７年８月25日（月）から９月16日（火）まで
開催されました。
　会議録（質問・答弁など）は、市立図書館で
ご覧になれます。
　市議会会議録検索システムは、倉吉市ホー
ムページからご利用できます。

市議会会議録
検索システム
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私
た
ち
が
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私
た
ち
が
、市
民
の
皆
さ
ん
の

　
　
　
　 

新
し
い
代
表
で
す
。

　
倉
吉
市
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
９
月
28
日
に
告
示
さ
れ
、
定
数

の
17
人
と
同
じ
17
人
が
立
候
補
を
し
、
無
投
票
で
立
候
補
者
全
員
の
当
選
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
後
４
年
間
、
私
た
ち
市
民
の
代
表
と
し
て
市
政
を
担
っ
て
い
く
新
議
員

の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

①成徳（大正町）
②新政会
③土光敏夫
④打吹公園
⑤市民の皆様の声を大切に

し、初心を忘れず、誰もが
住みたいと思えるまちを、
創っていきます。

①関金（関金宿）
②やらいや
③Sir・フランシス・チチェスター
④奥滝・大山鳥居・地蔵峠
⑤これまでどおり、皆さん

の声を大切に皆さんのも
とへすぐに駆けつけます。

①地区（住所）
②会派
③尊敬する人
④倉吉で好きな場所
⑤市民の皆様への一言
（抱負・座右の銘など）

※頁ごと、上段右から
　    令和7年11月1日現在

▼プロフィールの見方

①高城（上米積）
②やらいや
③ジャンヌ・ダルク
④集いの森
⑤郷志開道(きょうしかいど

う)ふるさとの志を持って
新しい道を開く～地域に
寄り添い、新しい時代を作
りたい。

①上小鴨（耳）
②新政会
⑤みんなちがってみんないい
　尊重・公平・安心・自信・
　自由の気持ちを大切に♡

①小鴨（福守町）
②新政会
③アン・サリヴァン
④小鴨川
⑤小さな声に耳を傾け、声な

き声に心を寄せて。福祉と
子育ての充実で、あんしん
して暮らせる“優しい倉吉”
を目指します。

①西郷（伊木）
②そうせい会
③新庄剛
④小田橋
⑤「笑顔でともに歩む。とこ

とん寄り添う」という初心
を忘れず、直接対話を大
切に皆様と向き合ってい
きます。

①成徳（西町）
②そうせい会
③菅楯彦
④丸山観音堂
⑤市民の皆様の利益を第一

に、初心を忘れず頑張り
ます。

米田　勝彦 朝日　等治

田村　閑美 竺原　晶子 萬場　恵理

山下　達也 中山　晶雄 山根　健資
①成徳（湊町）
②そうせい会
③山根義久（叔父）
④打吹山頂上
⑤現場の声、皆の声を市政へ

反映。挑戦・行動の姿勢で
倉吉の未来を皆と共に拓
きます。
夢が叶う街。声が届く街に！

①小鴨（丸山町）
②やらいや
③石田耕太郎
④打吹山
⑤一市民として、これからも

安心して暮らせる倉吉市
であるように、これまでの
経験を活かして努めてまい
ります。

①上井（海田東町）
②やらいや
③明智光秀（麒麟がくる）
④ＪＲ倉吉駅
⑤ひたむきに、前向きに、

この町のために全力で頑
張ります！！

①社（大谷茶屋）
②やらいや
③父親
④県立美術館とその周辺
⑤市民の期待に応える実行

力のある議員として活動
してまいります。

①上灘（東巌城町）
②やらいや
③ガンジー
④上灘コミュニティセンター
　周辺
⑤「成功の反対は失敗ではな

く何もしないこと。より
よき未来（明日）をつくる
ため、飽くなき挑戦を続
けます。」

①小鴨（長坂町）
②そうせい会
③坂本龍馬
④打吹公園
⑤倉吉で育てていただいた

恩返しのために、皆さんの
声を届けて、住みよい魅力
ある倉吉へ！！

①北谷（福富）
②やらいや
③日野原重明
④打吹公園・倉吉博物館
⑤広い視野を持ち、今後何

が望まれ何が必要かを見
極め、特に福祉行政と農
業政策に注力して取り組
みます。

①上灘（見日町）
②新政会
③本田宗一郎
④倉吉大橋から望む打吹山
　と大山
⑤行政のチェックはもちろ

ん、議会内（多数派）の監
視を担い、市民に信頼さ
れる議会を目指します。

①西郷（八屋）
②そうせい会
③吉田松陰
④極楽寺
⑤29歳元消防士で１児の父

として、市民目線の政策
を訴えてまいります。私
と一緒に活気あふれる倉
吉にしていきましょう。

①高城（下福田）
②新政会
④打吹山
⑤土に立つものは　倒れず

土を耕すものは　餓えず
土を愛するものは　滅びず

４
年
間
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る
ぞ
！

４
年
間
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る
ぞ
！

氏　名

（届出順）

議員紹介

と う じあ さ ひよ ね だ かつひこ

じくはら　　しょうこし ず みた む ら

あ き おなかやま

え  りま ん ば

け ん しや ま ねた つ ややました

増田　孝二 福田　　淳 福谷　直美

大津　昌克 髙橋　義博 福井　典子

鳥羽　昌明 藤井　陽介 福井　康夫

な お みふくたにじゅんふ く だこ う じま す だ

の り こふ く いたかはし　　よしひろまさかつお お つ

や す おふ く いようすけふ じ いまさあきと　ば

2025.12 2025.12 （2）（2）



（3）令和７.12

私
た
ち
が
、市
民
の
皆
さ
ん
の

　
　
　
　 

新
し
い
代
表
で
す
。

私
た
ち
が
、市
民
の
皆
さ
ん
の

　
　
　
　 

新
し
い
代
表
で
す
。

　
倉
吉
市
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
９
月
28
日
に
告
示
さ
れ
、
定
数

の
17
人
と
同
じ
17
人
が
立
候
補
を
し
、
無
投
票
で
立
候
補
者
全
員
の
当
選
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
後
４
年
間
、
私
た
ち
市
民
の
代
表
と
し
て
市
政
を
担
っ
て
い
く
新
議
員

の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

①成徳（大正町）
②新政会
③土光敏夫
④打吹公園
⑤市民の皆様の声を大切に

し、初心を忘れず、誰もが
住みたいと思えるまちを、
創っていきます。

①関金（関金宿）
②やらいや
③Sir・フランシス・チチェスター
④奥滝・大山鳥居・地蔵峠
⑤これまでどおり、皆さん

の声を大切に皆さんのも
とへすぐに駆けつけます。

①地区（住所）
②会派
③尊敬する人
④倉吉で好きな場所
⑤市民の皆様への一言
（抱負・座右の銘など）

※頁ごと、上段右から
　    令和7年11月1日現在

▼プロフィールの見方

①高城（上米積）
②やらいや
③ジャンヌ・ダルク
④集いの森
⑤郷志開道(きょうしかいど

う)ふるさとの志を持って
新しい道を開く～地域に
寄り添い、新しい時代を作
りたい。

①上小鴨（耳）
②新政会
⑤みんなちがってみんないい
　尊重・公平・安心・自信・
　自由の気持ちを大切に♡

①小鴨（福守町）
②新政会
③アン・サリヴァン
④小鴨川
⑤小さな声に耳を傾け、声な

き声に心を寄せて。福祉と
子育ての充実で、あんしん
して暮らせる“優しい倉吉”
を目指します。

①西郷（伊木）
②そうせい会
③新庄剛
④小田橋
⑤「笑顔でともに歩む。とこ

とん寄り添う」という初心
を忘れず、直接対話を大
切に皆様と向き合ってい
きます。

①成徳（西町）
②そうせい会
③菅楯彦
④丸山観音堂
⑤市民の皆様の利益を第一

に、初心を忘れず頑張り
ます。

米田　勝彦 朝日　等治

田村　閑美 竺原　晶子 萬場　恵理

山下　達也 中山　晶雄 山根　健資
①成徳（湊町）
②そうせい会
③山根義久（叔父）
④打吹山頂上
⑤現場の声、皆の声を市政へ

反映。挑戦・行動の姿勢で
倉吉の未来を皆と共に拓
きます。
夢が叶う街。声が届く街に！

①小鴨（丸山町）
②やらいや
③石田耕太郎
④打吹山
⑤一市民として、これからも

安心して暮らせる倉吉市
であるように、これまでの
経験を活かして努めてまい
ります。

①上井（海田東町）
②やらいや
③明智光秀（麒麟がくる）
④ＪＲ倉吉駅
⑤ひたむきに、前向きに、

この町のために全力で頑
張ります！！

①社（大谷茶屋）
②やらいや
③父親
④県立美術館とその周辺
⑤市民の期待に応える実行

力のある議員として活動
してまいります。

①上灘（東巌城町）
②やらいや
③ガンジー
④上灘コミュニティセンター
　周辺
⑤「成功の反対は失敗ではな

く何もしないこと。より
よき未来（明日）をつくる
ため、飽くなき挑戦を続
けます。」

①小鴨（長坂町）
②そうせい会
③坂本龍馬
④打吹公園
⑤倉吉で育てていただいた

恩返しのために、皆さんの
声を届けて、住みよい魅力
ある倉吉へ！！

①北谷（福富）
②やらいや
③日野原重明
④打吹公園・倉吉博物館
⑤広い視野を持ち、今後何

が望まれ何が必要かを見
極め、特に福祉行政と農
業政策に注力して取り組
みます。

①上灘（見日町）
②新政会
③本田宗一郎
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　と大山
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れる議会を目指します。
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④極楽寺
⑤29歳元消防士で１児の父

として、市民目線の政策
を訴えてまいります。私
と一緒に活気あふれる倉
吉にしていきましょう。

①高城（下福田）
②新政会
④打吹山
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　令和７年10月第６回倉吉市議会臨時会において、投票により正副議長の選挙を行い、
議長に福谷直美議員、副議長に朝日等治議員が当選しました。

福 谷 直 美  議長
　このたびの倉吉市議会
10月臨時議会の議長選挙
において議長職を拝命い
たしました。次の２年間
も倉吉の未来を描く健全
な意思決定機関として機
能するよう、全会派と市
長、そして全職員と協働して方向性を示しなが
ら、新人議員７人とともに倉吉市発展のために
何ができるか考え、活動してまいりたいと思い
ます。
　市民の皆様におかれましても倉吉市議会に関
心をお寄せいただき、今後とも一層のご支援・
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

朝 日 等 治 副議長
　伝統ある倉吉市議会第
38代副議長として、重
責と使命感に駆られてい
ます。旧関金町の過疎・
人口減少対策をはじめ、
市民福祉の充実を進める
ため、尊重と抑制・均衡
を保ちつつ信頼される議会を目指します。そし
て、議員各自の得意分野を活かし、市民と共に
歩む公正・民主的な市政を推進していきます。
　これからも現場・現地へ足を運びますので、
議会へのご意見をいただき、議会棟にもお越
しください。今後も市民の声を最優先に取り組
み、地域の未来を共につくります。

正副議長が決まりました

条例定数：17人　　　現議員数：17人
任　　期：令和７年10月23日 ～ 令和11年10月22日

　このたびの倉吉市議会一般選挙の告示日に、無投票で新しい倉吉市議会議員が決ま
りました。市民の代表として、市議会でさまざまな観点から行政施策に関する審議を
行うなど、重要な役割を担います。

倉吉市議会議員について

新議会構成
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　議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項、議長の諮問に関
する事項に関する調査を行い、議案、請願などを審査します。

　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎：委員長　　○：副委員長

委 員 長：山根 健資
副委員長：大津 昌克

◎大津 昌克　　○髙橋 義博　
朝日 等治　　  竺原 晶子　　  田村 閑美　　  鳥羽 昌明　　  中山 晶雄　　  福井 典子
福井 康夫　　  福田 　淳　　  福谷 直美　　  藤井 陽介　　  増田 孝二　　  萬場 恵理
山下 達也　　  山根 健資　　  米田 勝彦

議会運営委員会

常 任 委 員 会

予算決算常任委員会

令和７年１１月１日現在

　総務部、建設部、経済観光部、農業委員会、
会計管理者、上下水道局、議会事務局、選挙管
理委員会、監査委員、公平委員会、その他に属
する事項について審査・調査します。

総務産業常任委員会

◎田村 閑美 ○福田 　淳 朝日 等治

竺原 晶子 中山 晶雄 福谷 直美

藤井 陽介 萬場 恵理 米田 勝彦

大津 昌克 髙橋 義博 鳥羽 昌明

◎増田 孝二 ○山下 達也

福井 典子 福井 康夫 山根 健資

　市民生活部、健康福祉部、教育委員会に属す
る事項について審査・調査します。

厚生文教常任委員会

委員：田村 閑美
委員：鳥羽 昌明
委員：福田 　淳

　予算決算に関する事項について審査・調査します。



2025.12 （6）

　
市
議
会
に
は
、
法
律
に
よ
っ
て
多
く
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
議
会
の
権
限

本
会
議
と
委
員
会

市
議
会
の
し
く
み

　
議
会
っ
て
、
用
語
が
難
し
か
っ
た
り
、
何
を
し
て
い
る
の
か
分
か
り

づ
ら
か
っ
た
り
、
何
と
な
く
近
寄
り
が
た
い
感
じ
が
し
ま
せ
ん
か
？

と
い
う
こ
と
で
、
新
し
い
議
員
の
皆
さ
ん
で
ス
タ
ー
ト
し
た
倉
吉
市
議

会
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
身
近
で
親
し
み
や
す
い
議
会
」
と

な
る
よ
う
に
倉
吉
市
議
会
・
議
員
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　
倉
吉
市
議
会
は
、
市
民
を
代
表
し
て
、
市
民
の
日
常
生
活
に
直
結
す

る
政
治
上
の
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
解
決
す
る
場
で

す
。
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
倉
吉
市
の
政
治
方
策
を
決
定
し
、
市
民
の

福
祉
の
向
上
を
図
り
、
住
み
よ
い
倉
吉
市
を
つ
く
る
た
め
に
貢
献
す
る

こ
と
を
使
命
と
し
、
真
剣
に
議
会
の
諸
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
の
「
本
会
議
」
は
、
通
常
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
の
年

４
回
開
か
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
定
例
会
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
必
要
が

あ
る
と
き
に
は
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　
市
議
会
に
は
、
議
員
全
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
本
会
議
」
の
ほ

か
に
、
審
議
事
項
を
専
門
化
し
、
お
の
お
の
の
部
門
ご
と
に
議
員
か
ら

な
る
「
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
倉
吉
市
議
会
に
お
け
る
委
員
会
に
は
、
３
つ
の
常
任
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

請
願
と
陳
情

　
市
政
に
つ
い
て
要
望
が
あ
る
と
き
は
誰
で
も
市
議
会
に
対
し
て
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
は
、
日
本
国
憲
法
第
16
条
で
保
障
さ
れ
た
国
民
の
基
本
的
権
利

で
あ
り
、
そ
の
方
式
や
処
理
の
手
続
き
は
、
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
提
出

の
際
に
は
、
請
願
者
の
ほ
か
、
１
名
以
上
の
紹
介
議
員
が
必
要
で
す
。

　
一
方
、
陳
情
は
、
方
式
や
処
理
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
倉
吉
市
議
会
会

議
規
則
で
「
議
長
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
は
、
請
願
書
の
例
に
よ

り
処
理
す
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
請
願
と
違
い
、
紹
介
議
員
が
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
陳
情
も
、

請
願
と
共
通
し
て
公
の
機
関
に
対
し
て
希
望
を
述
べ
る
も
の
で
す
。

　
倉
吉
市
議
会
で
は
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
議
会
で
議
論
す
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

特集!!

　請
願
？
陳
情
？

提
出
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　
　
　
　議
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
倉
吉
市
議
会
の
本
会
議
と
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ

ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

①
招
集
（
市
長
が
招
集
し
ま
す
）

②
開
会
（
議
長
が
宣
言
し
、
議
員
定
数
の
半
数
以
上
の

　出
席
が
必
要
で
す
）

③
議
案
の
上
程
（
市
長
、
ま
た
は
議
員
が
議
案
を
提
出

　し
ま
す
）

④
議
案
の
説
明

⑤
質
疑
（
議
案
に
対
し
議
員
が
質
問
を
行
い
、
市
長
な

　ど
が
答
弁
し
ま
す
）

⑥
委
員
会
付
託
（
議
案
等
を
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
る
た

　め
に
委
員
会
に
付
託
し
ま
す
）

会
期
、
議
事
日
程
お
よ
び
議
会
の
運
営
方
針
な
ど
を
協

議
し
ま
す
。

常
任
委
員
会

本

　会

　議

①
委
員
長
報
告
（
委
員
会
で
決
ま
っ
た
審
査
結
果
を
報

　告
し
ま
す
）

②
討
論
（
議
案
に
つ
い
て
賛
成
か
反
対
か
の
意
見
を
述

　べ
ま
す
）

③
採
決
（
議
員
全
員
で
、
議
案
に
つ
い
て
賛
成
か
反
対

　か
を
決
め
ま
す
）

④
閉
会
（
全
議
案
の
採
決
が
終
わ
る
と
、
議
長
が
閉
会

　を
宣
言
し
ま
す
）

↓
採
決
の
結
果
を
議
長
が
市
長
に
提
出
し
、
市
長

　は
、
こ
れ
を
も
と
に
仕
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

本

　会

　議

付
託
さ
れ
た
議
案
や
請
願
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
審
査

し
、
委
員
会
と
し
て
の
結
果
を
出
し
ま
す
。

条
例
を
定
め
る
、
ま
た
は
改
正
・
廃
止
す
る
こ
と
。

予
算
を
定
め
る
こ
と
。

決
算
を
認
定
す
る
こ
と
。

重
要
な
契
約
を
結
ぶ
こ
と
。

提
出
さ
れ
た
請
願
を
審
査
し
て
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

副
市
長
、
監
査
委
員
、
教
育
委
員
な
ど
の
選
任
に
同
意
す
る

こ
と
。

市
の
仕
事
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
調
査
す
る
こ
と
。

市
の
公
益
に
関
す
る
事
柄
を
、
国
の
関
係
機
関
な
ど
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
。

議
決
権

同
意
権

調
査
権

請
願
の
受
理
権

意
見
書
提
出
権
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ら
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９
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る
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「
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。
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。

請
願
と
陳
情

　
市
政
に
つ
い
て
要
望
が
あ
る
と
き
は
誰
で
も
市
議
会
に
対
し
て
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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憲
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的
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あ
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、
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や
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は
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さ
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。
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は
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の
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、
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の
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介
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が
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。
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、
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の
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。

　
た
だ
し
、
請
願
と
違
い
、
紹
介
議
員
が
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
陳
情
も
、

請
願
と
共
通
し
て
公
の
機
関
に
対
し
て
希
望
を
述
べ
る
も
の
で
す
。

　
倉
吉
市
議
会
で
は
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
議
会
で
議
論
す
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

特集!!

　請
願
？
陳
情
？

提
出
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　
　
　
　議
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
倉
吉
市
議
会
の
本
会
議
と
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ

ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

①
招
集
（
市
長
が
招
集
し
ま
す
）

②
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、
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③
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、
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の
運
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。
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①
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結
果
を
報

　告
し
ま
す
）

②
討
論
（
議
案
に
つ
い
て
賛
成
か
反
対
か
の
意
見
を
述

　べ
ま
す
）

③
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で
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を
決
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④
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全
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の
採
決
が
終
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と
、
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長
が
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宣
言
し
ま
す
）

↓
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決
の
結
果
を
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長
が
市
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に
提
出
し
、
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長
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を
も
と
に
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や
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ど
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て
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し
、
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と
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の
結
果
を
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し
ま
す
。

条
例
を
定
め
る
、
ま
た
は
改
正
・
廃
止
す
る
こ
と
。

予
算
を
定
め
る
こ
と
。

決
算
を
認
定
す
る
こ
と
。

重
要
な
契
約
を
結
ぶ
こ
と
。

提
出
さ
れ
た
請
願
を
審
査
し
て
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

副
市
長
、
監
査
委
員
、
教
育
委
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な
ど
の
選
任
に
同
意
す
る

こ
と
。

市
の
仕
事
が
正
し
く
行
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て
い
る
か
ど
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調
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す
る
こ
と
。
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の
公
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に
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る
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を
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の
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な
ど
に
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を
提
出
す
る
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権
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大お
お
つ津 

昌ま
さ
か
つ克

【市政に対する一般質問】
【一般質問とは？】
　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針などについての報告や説
明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われているかを質すものです。倉吉市議会では、基本的
に１人あたりの質問時間は２５分です。

９月
令和７年

第５回
定例会

◎印のついた質問内容は、８ページ下段から12ページに記載しています。
会
派
名

議員名 発言通告要旨

や
　
　
ら
　
　
い
　
　
や

大津 昌克
◎ 地域づくりについて

教育振興について
市長の政治姿勢について

朝日 等治 ◎ 過疎地域の持続的発展について

丸田 克孝

気象庁、倉吉観測所について
◎ 市内バス停について

琴櫻記念館の場所移動について
竹林整備について

「ひなビタ♪」の今後について

田村 閑美
◎ 保育所再編について

移住定住者促進の取組について
倉吉パークスクエア食彩館について

福井 典子
◎ 農業政策について

地域おこし協力隊の活動状況について
保育行政について

山根 健資

◎ 「遥かな町へ」フランス映画舞台ナン
チュアとの姉妹都市提携について
市と郡部とのスポーツへの取組格差
について

◎ 海外留学生への支援について 　　

大月 悦子

◎ 高齢期の健康、生活と社会参画について
これからの倉吉を担う若者によるま
ちづくりについて
倉吉市の男女共同参画社会推進について
学校施設の維持管理について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

新　
　
　
　
政　
　
　
　
会

伊藤 正三

◎ 農業政策について
地方自治体の「公務」（再構築）について

財政について（税制・財源）

ガソリン暫定税率・消費税引き下げ・
廃止について

ふるさと納税について

米田 勝彦
ワンストップ窓口について

◎ 飲食店のバリアフリー化について

高齢者を支援する体制について

鳥飼 幹男
◎ 空き地の適正管理について

生活保護制度の自動車保有について

鳥羽 昌明

くらしよし倉吉プロジェクトについて

◎ 西エリア保育所再編計画について

マイナンバーカードを自立支援医療
受給者証や特別医療費助成（こども・
障がい者など）の受給者証として利
用可能とするＰＭＨシステムについて

福井 康夫
農家・農業支援について

◎ 学校給食費の公費負担について

除雪対策について

竺原 晶子

ＪＲ精神障害者割引周知について

生命（いのち）の安全教育の取組状況
について

改正青少年健全育成条例周知について

◎ いじめ防止基本方針改定について

日
本
共
産
党

佐藤 博英

気候危機について

高齢者支援について

自治体職員について

◎ 物価高騰対策について

一般質問通告一覧表

【通告とは？】
　本会議で発言しようとする議員は、あらかじめ
議長に対して質問する項目を明らかにするために、
文書で通告を行います。この文書を「質問通告書」
と言います。
　なお、この通告一覧表は定例会開会日のおおむね
２週間前に倉吉市ホームページに掲載されています。

定例会の一般質問
発言通告表

問　
近
年
、
経
営
理
念
や
ミ
ッ
シ
ョ

ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
よ
く
似
た
言
葉
で

「
パ
ー
パ
ス
」
が
使
わ
れ
る
が
、
広

田
市
政
の
「
パ
ー
パ
ス
」
を
言
葉
に

す
る
と
何
か
。

答　
一
般
的
な
地
方
公
共
団
体
等
の

首
長
の
「
パ
ー
パ
ス
」
存
在
意
義
と

す
れ
ば
、
端
的
に
言
う
と
舵
取
役
的

な
存
在
だ
と
思
う
。
単
に
代
表
性
と

か
責
任
性
と
か
そ
れ
ぞ
れ
首
長
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
は
あ
る
と
思
う
が
、

全
体
を
含
め
て
そ
の
地
域
や
市
政
の

舵
取
役
を
担
う
存
在
だ
ろ
う
と
思

う
。
そ
の
際
に
、
地
域
や
議
会
等
の

関
係
者
か
ら
様
々
な
ご
意
見
も
お
伺

い
し
、
そ
の
舵
が
間
違
っ
た
方
向
に

行
か
な
い
よ
う
舵
取
役
を
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
く
の
が
首
長
と
し
て

の
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

や
ら
い
や
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問　
関
金
町
地
域
の
持
続
的
発
展
に

お
け
る
人
口
の
維
持
、
集
落
の
整

備
、
産
業
の
振
興
、
消
防
及
び
防

災
、
医
療
の
確
保
、
文
化
の
振
興
及

び
継
承
に
対
す
る
本
市
の
取
り
組

み
は
。

答　

人
口
の
維
持
は
移
住
定
住
、
集

落
の
整
備
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
を

高
め
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
産

業
の
振
興
は
最
大
課
題
と
捉
え
、
産

業
ご
と
に
地
域
特
性
を
分
析
し
対
応

し
て
い
る
。

　

消
防
・
防
災
は
消
防
組
織
の
強
化

と
資
機
材
の
充
実
を
進
め
、
医
療
の

確
保
は
遠
隔
医
療
体
制
の
整
備
に
努

め
る
ほ
か
矢
櫃
保
健
指
導
所
に
よ
り

健
康
の
保
持
に
努
め
て
い
る
。

　

文
化
の
振
興
・
継
承
は
保
存
団
体

等
の
活
動
に
寄
り
添
う
取
り
組
み
を

強
め
て
い
る
。

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
に

つ
い
て

や
ら
い
や

朝あ
さ
ひ日 

等と
う
じ治

問　
特
に
ス
ー
パ
ー
や
病
院
の
近
く

の
バ
ス
停
に
は
設
置
し
て
ほ
し
い
。

答　

今
ま
で
に
、
交
通
事
業
者
や
道

路
管
理
者
の
方
と
協
議
を
重
ね
て
整

備
で
き
た
バ
ス
停
も
あ
る
が
、
ま
だ

で
き
て
い
な
い
バ
ス
停
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
今
後
、
5
年
間

の
公
共
交
通
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
し
て
、
鳥
取
県
と
中
部
一
市
四
町

で
の
公
共
交
通
の
在
り
方
を
協
議
し

て
い
る
と
こ
ろ
。
誰
も
が
使
い
や
す

い
環
境
整
備
を
目
指
し
て
「
待
合
環

境
の
改
善
等
」
を
検
討
し
て
い
る
。

公
共
交
通
路
線
の
バ
ス
停

に
、
屋
根
と
椅
子（
ベ
ン
チ
）

の
設
置
に
つ
い
て

問　
よ
り
良
い
再
編
を
目
指
し
検
討

す
る
子
ど
も
子
育
て
会
議
第
1
回
目

が
開
催
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
だ
っ
た
か
。

答　

倉
吉
市
こ
ど
も
計
画
の
策
定
と

倉
吉
市
公
立
保
育
所
再
編
計
画
の
見

直
し
の
２
つ
の
協
議
事
項
に
関
し
て

倉
吉
市
の
現
状
、
課
題
、
概
要
説
明

を
行
っ
た
。
2
回
目
以
降
は
事
務
局

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
の
素
案
を
提

示
し
、
委
員
の
皆
様
に
も
民
間
保
育

所
経
営
者
や
子
ど
も
子
育
て
関
係
で

そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
方
に
出
席
し

て
い
た
だ
い
て
る
中
で
、
幅
広
い
ご

意
見
を
お
聞
き
し
、
年
度
内
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
計
画
の
完
成
、
公
表
等
に

つ
な
げ
た
い
。

保
育
所
再
編
に
つ
い
て

や
ら
い
や

問　
農
業
の
規
模
に
関
係
な
く
目
の

前
で
頑
張
っ
て
い
る
農
家
を
守
る
こ

と
が
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
為
に

も
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
市
と
し
て

ど
う
支
援
し
て
い
く
か
。

答　

農
業
も
ペ
イ
で
き
る
よ
う
な
経

営
に
し
て
い
く
と
い
う
面
で
は
大
規

模
化
集
約
化
が
非
常
に
必
要
。

　

し
か
し
、
農
地
を
守
る
と
い
う
面

で
は
小
規
模
な
農
業
、
農
業
従
事
者

も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
意
見
等
を
聞
き
な
が

ら
、
継
続
で
き
る
取
り
組
み
に
引
き

続
き
努
め
て
い
き
た
い
。

農
業
政
策
に
つ
い
て

や
ら
い
や

や
ら
い
や

丸ま
る
た田 

克か
つ
た
か孝

田た
む
ら村 

閑し
ず
み美

福ふ
く
い井 

典の
り
こ子
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問　
映
画
「
遥
か
な
町
へ
」
を
皮
切
り

に
、
フ
ラ
ン
ス
・
マ
ン
チ
ュ
ア
市
と
姉

妹
都
市
提
携
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

交
流
が
深
ま
れ
ば
、
姉
妹
都
市

提
携
に
発
展
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

行
政
同
士
の
意
見
交
換
な
ど
を
通
じ

て
実
現
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

問　
海
外
留
学
の
費
用
が
高
額
。「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
活
用
を
検
討
、
ま
た

は
保
護
者
・
学
校
と
一
緒
に
国
や
県
へ

要
望
活
動
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

答　

制
度
面
の
検
討
は
必
要
だ
が
、

海
外
留
学
支
援
を
ふ
る
さ
と
納
税
の

対
象
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る
こ
と
は
可

能
と
考
え
て
い
る
。
国
や
県
へ
の
要

望
に
は
、
市
単
独
だ
け
で
な
く
、
市

長
会
な
ど
広
域
的
な
枠
組
み
を
通
じ

て
取
り
組
み
た
い
。

「
遥
か
な
町
へ
」
フ
ラ
ン
ス

映
画
舞
台
ナ
ン
チ
ュ
ア
と
の

姉
妹
都
市
提
携
に
つ
い
て

海
外
留
学
生
へ
の
支
援
に
つ

い
て   

や
ら
い
や

問　
「
交
通
手
段
の
不
足
」
が
最
も
多

く
、
特
に
車
で
の
移
動
が
困
難
な
高

齢
者
に
は
移
動
支
援
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
が
、
現
状
は
。

答　

市
で
は
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
「
な
ご
も
う
会
（
介
護

予
防
教
室
）」
を
毎
月
2
回
開
催
し
て

い
る
。
令
和
6
年
度
は
合
計
２
７
９

回
開
催
し
、
延
べ
２
，８
６
９
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。

　

参
加
者
の
84
％
が
送
迎
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
お
り
、
定
員
範
囲
内
の

対
応
で
、
人
数
制
限
は
特
に
設
け
て

い
な
い
。

　
「
な
ご
も
う
会
」
は
介
護
予
防
だ
け

で
な
く
、
集
い
の
場
と
し
て
も
機
能

し
て
い
る
が
、
男
性
参
加
者
が
少
な

い
こ
と
と
、
健
康
・
介
護
予
防
へ
の

関
心
が
低
い
層
の
参
加
促
進
が
今
後

の
課
題
。

高
齢
期
の
健
康
、
生
活
と
社

会
参
画
に
つ
い
て や

ら
い
や

問　
地
域
の
共
助
で
農
業
を
守
る
動

き
が
広
が
る
中
、
学
校
給
食
を
有
機

米
化
し
、
地
産
地
消
で
地
域
活
性
化

と
環
境
負
荷
低
減
を
実
現
す
る
た
め

に
も
、
倉
吉
市
と
し
て
有
機
栽
培
を

独
自
調
査
・
研
究
し
、
財
政
支
援
も

含
め
て
積
極
的
に
推
進
し
て
は
ど

う
か
。

答　

現
状
は
取
り
組
み
が
進
ん
で
お

ら
ず
、
認
証
費
用
・
資
材
費
・
除
草

作
業
の
手
間
・
人
件
費
高
騰
で
人
材

不
足
の
中
、
実
施
は
難
し
い
状
況
。

し
か
し
、
今
後
は
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
研
修
会
や
調
査
研
究
を
行
い
、

情
報
提
供
に
努
め
る
。

農
業
政
策
に
つ
い
て

問　

段
差
が
あ
る
と
車
椅
子
や
ベ

ビ
ー
カ
ー
は
お
店
に
は
入
れ
な
い
。

車
椅
子
の
利
用
者
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
を

押
し
て
い
る
お
母
さ
ん
が
外
で
食
事

を
し
た
い
と
思
わ
れ
て
も
入
り
口
に

段
差
が
あ
る
の
で
、
残
念
な
思
い
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
。

お
店
か
ら
の
申
請
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
行
政
か
ら
積
極
的
に
飲
食
店
に

お
願
い
し
て
段
差
の
解
消
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

答　

倉
吉
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
補
助
金
を
設
け
て
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
整
備
に
対
し
て
支
援
し

て
い
る
が
、
制
度
に
つ
い
て
は
関
係

団
体
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
る
。

飲
食
店
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て

山や
ま
ね根 

健け
ん
し資

大お
お
つ
き月 

悦え
つ
こ子

新
政
会

伊い
と
う藤 

正し
ょ
う
ぞ
う三

新
政
会

米よ
ね
だ田 

勝か
つ
ひ
こ彦
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新
政
会

竺じ
く
は
ら原 

晶し
ょ
う
こ子

新
政
会

福ふ
く
い井 

康や
す
お夫

問　
所
有
者
が
不
明
で
管
理
不
全
の

空
き
地
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。

周
辺
環
境
の
悪
化
を
招
く
と
共
に
、

公
共
工
事
等
の
円
滑
な
実
施
の
妨
げ

に
も
な
る
。
そ
こ
で
、
相
続
等
で
取

得
し
た
土
地
を
国
に
引
き
取
っ
て
も

ら
え
る
「
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制

度
」
の
申
請
に
つ
い
て
問
う
。

答　

地
方
法
務
局
が
申
請
窓
口
に
な

る
が
、
事
前
相
談
を
行
い
、
調
査
の
上

帰
属
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
負
担
金
の

納
付
を
も
っ
て
国
に
帰
属
さ
れ
る
。

問　
高
齢
社
会
を
迎
え
、
相
続
の
機

会
も
増
え
る
。
管
理
不
全
の
空
き
地

の
発
生
予
防
に
非
常
に
有
効
な
制
度

で
あ
り
、
周
知
広
報
に
努
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
問
う
。

答　

情
報
が
届
く
よ
う
様
々
な
機
会

を
通
じ
て
周
知
に
努
め
る
。

空
き
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

問　
市
が
ど
ん
な
保
育
行
政
を
目
指

す
の
か
が
伝
わ
ら
ず
、
場
当
た
り
的

対
応
と
の
印
象
を
受
け
る
。
保
育
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
示
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　
こ
れ
ま
で
も
国
が
定
め
る
基
準

や
保
育
指
針
な
ど
を
勘
案
し
て
全
体

計
画
を
策
定
し
て
き
た
。
こ
の
度
の

こ
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
委
員
の
ご

意
見
を
頂
き
な
が
ら
計
画
に
盛
り
込

ん
で
い
き
た
い
し
、
端
的
で
分
か
り

や
す
い
保
育
理
念
・
方
針
を
お
示
し

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

問　
公
立
保
育
所
が
担
う
役
割
と
は
。

答　

医
療
的
ケ
ア
児
な
ど
へ
の
支
援

や
児
童
数
が
少
な
い
地
域
に
お
け
る

保
育
へ
の
対
応
、
高
い
専
門
性
を
有

し
た
保
育
士
の
育
成
や
保
育
の
質
の

向
上
な
ど
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支

援
の
拠
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

西
エ
リ
ア
保
育
所
再
編
計
画

に
つ
い
て

問　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
東

京
都
を
は
じ
め
全
国
で
3
割
の
自
治

体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
国
は
、
来

年
度
か
ら
小
学
校
に
つ
い
て
無
償
化

に
取
り
組
む
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、

実
施
に
当
た
り
、
本
市
の
課
題
は

何
か
。

答　

市
内
の
小
学
校
に
通
う
欠
食
児

童
は
６
％
程
度
在
籍
し
て
お
り
、
子

ど
も
食
堂
の
運
営
は
6
箇
所
で
、
利

用
状
況
は
20
～

350
食
程
度
の
利
用
と

な
っ
て
い
る
。
無
償
化
に
つ
い
て
、
国

か
ら
ま
だ
指
導
は
な
い
が
、
単
独
で

実
施
す
る
と
な
る
と
、
2
億
5
千
万

円
の
費
用
が
必
要
と
な
る
。

学
校
給
食
費
の
公
費
負
担
に

つ
い
て

問　
平
成
25
年
に
改
定
さ
れ
た
「
鳥

取
県
い
じ
め
防
止
等
の
た
め
の
基
本

的
な
方
針
」
は
、
国
の
改
定
に
合
わ
せ

て
平
成
29
年
の
７
月
に
改
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、「
鳥
取
県
い
じ
め
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
、
令
和
６
年
４
月
に

改
定
さ
れ
た
が
、「
倉
吉
市
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
」
は
、
平
成
28
年
２
月
に

策
定
さ
れ
た
も
の
か
。
県
の
改
定
を

受
け
、
各
学
校
の
周
知
と
改
定
に
つ

い
て
教
育
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答　

国
の
方
針
が
平
成
29
年
3
月
に

改
定
さ
れ
、
県
の
基
本
方
針
も
こ
れ

を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
が
、
倉
吉
市

の
方
針
に
は
関
連
す
る
記
載
が
既
に

あ
っ
た
た
め
、
こ
の
時
点
で
は
改
定

を
見
送
っ
た
の
が
実
情
。
し
か
し
、
教

育
振
興
基
本
計
画
の
改
定
時
期
を
迎

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
倉
吉
市
の
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
に
つ
い
て
も
改
定

に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
改
定

に
つ
い
て

新
政
会

鳥と
り
か
い飼 

幹み
き
お男

新
政
会

鳥と

ば羽 

昌ま
さ
あ
き明
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日
本
共
産
党

佐さ
と
う藤 

博ひ
ろ
ひ
で英

条
例
制
定
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
契
約

の
具
体
的
物
品
と
は
何
か
。

物
品
で
は
、
プ
リ
ン
タ
ー
、
パ
ソ
コ

ン
、
コ
ピ
ー
機
等
の
Ｏ
Ａ
機
器
や
庁

舎
等
に
設
置
し
て
い
る
医
療
機
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）、
公
用
車
の
リ
ー
ス
契

約
。
役
務
の
提
供
で
は
、
庁
舎
等
の

施
設
の
管
理
業
務
で
警
備
、
清
掃
業

務
、
機
械
・
電
気
設
備
等
の
保
守
業

務
等
の
契
約
。

長
期
契
約
し
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
か
。

着
手
の
遅
延
や
供
給
の
遅
延
。
市
場

変
動
に
よ
り
価
格
リ
ス
ク
の
増
大

や
手
続
き
の
負
荷
増
大
と
な
る
。
ま

た
、
緊
急
時
や
仕
様
変
更
へ
の
対
応

が
遅
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
り
、

供
給
遅
延
が
原
因
で
計
画
し
て
い
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
支
障
が
出
る
可
能

性
が
あ
る
。

主
な
質
疑
・
答
弁

QQ AA
倉
吉
市
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議員名 通　告 担当部局

大津 昌克

長期継続契約 倉吉市長期継続契約を締結することができる契約に関する条例の制定について 総務部

空き家活用 倉吉市空き家活用しごと創造センターの設置及び管理に関する条例の制定について 経済観光部

財 産 財産の処分について 経済観光部

市 道 市道の路線の廃止及び認定について 建設部

鳥飼 幹男
派 遣 条 例 倉吉市長期継続契約を締結することができる契約に関する条例の制定について 総務部

空き家活用 倉吉市空き家活用しごと創造センターの設置及び管理に関する条例の制定について 経済観光部

…議案第62号　倉吉市長期継続契約を締結することができる契約に関する条例の制定について
…議案第63号　倉吉市空き家活用しごと創造センターの設置及び管理に関する条例の制定について
…議案第64号　財産の処分について
…議案第65号　市道の路線の廃止及び認定について

財 産

空き家活用

長期継続契約

市 道

９月
令和７年

第５回
定例会

執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。
※�自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと

なっています。
市議会提出議案

【議案に対する質疑】

問　
６
月
議
会
に
お
い
て
、
エ
ア
コ

ン
購
入
補
助
を
、
境
港
の
例
を
出
し

て
、「
ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
求
め

た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

答　
い
ろ
ん
な
条
件
の
支
援
を
検
討

し
、
先
行
事
例
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
み
た
い
が
、
現
時
点
で
の
導
入
は

財
政
的
に
難
し
い
。
条
件
等
も
併
せ

て
再
検
討
し
て
み
た
い
。

問　
保
育
園
で
の
米
飯
提
供
、
児
童

ク
ラ
ブ
で
の
長
期
休
暇
中
の
食
事
提

供
は
で
き
な
い
か
。

答　

今
の
設
備
で
は
、
機
器
類
の
整

備
や
調
理
員
の
増
員
が
必
要
と
な

り
、
他
市
の
事
例
の
よ
う
に
保
護
者

が
負
担
を
し
て
提
供
と
な
れ
ば
、
保

護
者
負
担
増
に
つ
な
が
る
の
で
現
状

で
は
難
し
い
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
で
の
食
提
供
は
、
保

護
者
の
み
な
さ
ん
や
弁
当
事
業
者
に

聞
い
て
み
た
い
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
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【常任委員会とは？】 
　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務
は多岐にわたり、かつ専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、
分科的に調査・審査します。

【常任委員会】
９月
令和７年

第５回
定例会

　

9
月
議
会

の
予
算
決
算

常
任
委
員
会

に
は
、
令
和
6

年
度
一
般
会
計

と
特
別
会
計

の
決
算
認
定

が
11
件
、
上
下

水
道
事
業
会

計
関
係
2
件
、

令
和
7
年
度
補
正
予
算
4
件
の
17
件
が
付
託
さ
れ

ま
し
た
。
決
算
に
は
3
日
間
、
補
正
予
算
に
は
1

日
間
の
延
べ
4
日
間
を
費
や
し
、
慎
重
に
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
最
終
日
に
補
正
予
算
1

件
が
追
加
さ
れ
、
合
計
18
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
で
の
審
査
は
質
問
の
事
前
通
告
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
委
員
と
執
行
部
と
の
間
に
は
緊

張
感
が
高
ま
り
ま
す
。
中
に
は
直
ち
に
答
弁
で
き

ず
留
保
す
る
場
面
や
、
詳
細
な
説
明
の
た
め
資
料

提
供
を
求
め
る
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
漏
れ
る
こ

と
な
く
審
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
導
入
か
ら
３
年
と
な
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
扱
い
に
も

慣
れ
て
き
た
よ
う
で
す
が
、
予
算
と
の
突
合
や
事
項

別
明
細
書
の
活
用
な
ど
課
題
は
あ
り
そ
う
で
す
。

　
審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
た
認
定
案
件
13
件
と
、
補
正
予
算
5

件
は
、
す
べ
て
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
認
定
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

予算決算常任委員会

委
員

大津 昌克 委員長
藤井 隆弘 副委員長
朝日 等治 委員　伊藤 正三 委員
大月 悦子 委員　佐藤 博英 委員
竺原 晶子 委員　田村 閑美 委員
鳥羽 昌明 委員　鳥飼 幹男 委員
福井 典子 委員　福井 康夫 委員
福谷 直美 委員　丸田 克孝 委員
山根 健資 委員　米田 勝彦 委員

所
管

予算決算に関する事項につい
て審査・調査

　

　

　

厚
生
文
教

常
任
委
員
会

に
は
、
４
件
の

陳
情
が
付
託

さ
れ
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭

に
は
、
継
続
審

査
案
件
で
あ
っ

た
「
倉
吉
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
職
員
の
待
遇
改
善
」
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
代
表
者
会
と
協
議

し
合
意
が
図
れ
れ
ば
、
可
能
な
範
囲
で
主
事
給
与

の
改
定
を
す
る
予
定
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
報
告
案
件
が
２
件
あ
り
、
１
つ
は
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
報
告
で
し
た
。

小
学
校
６
年
生
に
つ
い
て
は
、
概
ね
国
レ
ベ
ル
で

県
よ
り
も
少
し
上
で
、
中
学
校
３
年
生
に
つ
い
て

は
、
ど
の
教
科
も
全
国
や
県
の
成
績
か
ら
下
回
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
２
つ
目
は
、
倉
吉
市
温
水
プ
ー
ル
の
工
事
代
金
と

工
事
に
伴
う
休
館
期
間
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果

　

陳
情
案
件
は
、
い
ず
れ
も
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

厚生文教常任委員会

委
員

山根 健資 委員長
福井 典子 副委員長
大月 悦子 委員　大津 昌克 委員
竺原 晶子 委員　鳥飼 幹男 委員
福井 康夫 委員　藤井 隆弘 委員

所
管

市民生活部、 健康福祉部
教育委員会

　

総
務
産
業

常
任
委
員
会

に
は
議
案
７
件

が
付
託
さ
れ
、

執
行
部
の
説

明
を
受
け
、
委

員
会
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

議
案
第
67

号
倉
吉
市
の

議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報

の
発
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
つ
い
て
は
、

配
布
が
郵
送
か
ら
新
聞
折
り
込
に
な
る
こ
と
に

つ
い
て
、
委
員
か
ら
質
問
が
あ
り
、
執
行
部
は
、

「
皆
様
（
市
民
）
に
ご
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
す
る
」
と
の
説
明
で
し
た
。

　

議
案
第
63
号
倉
吉
市
空
き
家
活
用
し
ご
と
創
造

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
島
根
銀
行
の
旧
倉
吉
支
店
を
市

が
借
受
け
て
運
用
す
る
も
の
で
、
部
屋
ご
と
に
県

外
の
方
が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
２
年
間
利

用
で
き
る
と
の
説
明
で
し
た
。
議
案
の
他
に
執
行

部
の
追
加
資
料
で
令
和
８
年
第
11
回
防
災
推
進
国

民
大
会
の
開
催
地
に
倉
吉
市
が
決
定
し
、
時
期
は

令
和
８
年
10
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）と
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
ち
な
み
に
本
年
は
新
潟
市
で
、
昨
年
第

９
回
熊
本
市
は
来
場
者
が
１
万
７
千
人
で
し
た
。

　
審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
た
議
案
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総務産業常任委員会

委
員

米田 勝彦 委員長
佐藤 博英 副委員長
朝日 等治 委員　伊藤 正三 委員
田村 閑美 委員　鳥羽 昌明 委員
福谷 直美 委員　丸田 克孝 委員

所
管

総務部、建設部、経済観光部、
農業委員会、会計管理者、
上下水道局、議会事務局、
選挙管理委員会、監査委員、
公平委員会
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【特別委員会】
【特別委員会とは？】
　臨時的に特別な問題について審査または調査を必要とする場合に設置されます。

委
員

田村 閑美 委員長、福井 典子 副委員長、
佐藤 博英 委員、竺原 晶子 委員、福谷 直美 委員
丸田 克孝 委員、米田 勝彦 委員

地域の賑わい創出対策特別委員会

  本委員会は、令和３年12月定例会において
設置され、魅力ある市街地を形成するため
に、県立美術館周辺の整備と活用と中心市街
地の観光政策に関する調査・検討を目的とし
て活動してきました。令和３年12月20日の第
１回委員会を皮切りに、19回の委員会及び１
回の委員会協議会を開催しました。
　時には、関係団体との意見交換会や現地視
察を行うなど、精力的に調査、検討を進めて
きました。
　委員からは、地域の観光資源の活用やアク
セス改善、観光施設と地元商業との連携、地

域の特色を反映したイベント開催などへの提
案がなされました。
　本委員会を継続して開催する中、県立美術
館は、令和７年３月30日に開館し、９月12日
には、利用者20万人セレモニーが実施される
など、大いに盛り上がっています。
　本委員会は、県立美術館周辺および中心
市街地の持続的発展を強く望み、地域に根ざ
した持続可能なモデルケースとなるよう、引
き続き多角的な取り組みを執行当局に期待し
ます。

　９月定例会に提出された議案等のうち、賛否が分かれた案件はなく、全

ての議案が認定・承認・可決・同意されました。

【議案等の議決結果】

議決結果

９月
令和７年

第５回
定例会

【
会
派
名
】 �

　 

…
や
ら
い
や  

　
…
新
政
会
　
　
…
日
本
共
産
党

新

や

共

　　

や 新 共

賛
成
反
対

議
決
結
果

朝
日 

等
治

大
月 

悦
子

大
津 

昌
克

福
井 

典
子

田
村 

閑
美

山
根 
健
資

藤
井 
隆
弘

丸
田 
克
孝

福
谷 

直
美

鳥
飼 

幹
男

福
井 

康
夫

鳥
羽 

昌
明

竺
原 

晶
子

伊
藤 

正
三

米
田 

勝
彦

佐
藤 

博
英

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 請願・陳情に対する賛否

陳情 第 9号 少人数学級・教職員定数の改善に係る意見
書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 10号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を
求める意見書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 11号 保育士配置基準の引上げの早期完全実施と
さらなる改善を求める意見書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 12号
保育所等に対する社会福祉施設職員等退職
手当共済制度の公費助成の継続を求める意
見書提出について

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

請願・陳情の結果

※請願・陳情は、提出された請願及び陳情に対して、賛成は「○」、反対は「×」と記載しています。
凡例　 ○賛成、×反対、※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず
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委
員

朝日 等治 委員長、大津 昌克 副委員長、伊藤 正三 委員、
大月 悦子 委員、鳥羽 昌明 委員、鳥飼 幹男 委員、
福井 康夫 委員、藤井 隆弘 委員、山根 健資 委員

第２次議会改革推進特別委員会

　本委員会は令和５年９月議会定例会におい
て、開かれた議会を実現するため、

　以上の９点について調査、検討することを
目的に設置しました。
　令和５年９月21日の第１回委員会からス
タートし、計14回の委員会を開催し議論して
きました。
　この度、本議会の任期満了に伴い本委員会
での調査を終えましたので、その結果につい
てご報告いたします。
●  本会議における審議方法の抜本的改革

　予算決算常任委員会を設置し、予算及び
決算について集中審議するようにしました。

●  定数及び報酬についての審査
　報酬審議会の「報酬を上げるべき」との
答申を受け、全議員で定数についての議論
を重ねましたが、結論を見出せず、報酬を
上げる条例改正は、議員側からの修正動議
で見送りました。
　また全議員に対して行ったアンケートで
は、「住民の声を聞くことが必要」という意
見が多く、自治公民館連合会常任委員会と
の意見交換会を実施しましたが、「報酬は上
げるべき、定数は増やすべき」との意見が
あり、委員会として結論をまとめられません
でした。今後も引き続き、議論が必要です。

●  倉吉市ハラスメント防止条例の策定
　全議員がハラスメントに対する正しい知

識を持つため、外部講師による研修を実施
し、６月議会定例会で市長に提案する形
で、議会側から条例案を公表しました。
　12月議会定例会では、この条例が市長か
ら提案され同月19日に公布され、これは本
委員会の成果ともいえます。

●  議会基本条例の具体的な運用
　第３章市民と議会の関係のうち、市民参
画の推進と広報及び広聴の充実について、
主権者教育の取組と併せて調査研究しまし
た。その手法を学ぶため先進議会の視察を
行いましたが、先進議会においても非常に
苦労されている様子を知りました。
　本議会としては、従前からの意見交換会
に留まらず、非常に重要な事柄であること
から「市民との意見交換会等」に特化した
新たな委員会で専門的に進めることが最善
という議論を進めました。
　市民への情報公開については、現在の
ケーブルテレビによる本会議の放映に留ま
らず、臨時会や常任委員会の映像配信も必
要との議論から、国の交付金を活用し、リ
モートカメラや傍聴席の大型モニターを設
置し、予定ではありますが12月議会定例会
からは、ユーチューブによる配信も併せ、
議会の様子の見える化を進めました。

●  政治倫理条例の見直し
　近年の地方自治法の改正や本議会の審査
の現状などを踏まえ本委員会で条例案を作
成、議会発議し、全会一致で可決しました。

●  通年議会に関すること
　通年で議会を運営される他市議会の現状
を踏まえながら、目的の一つとされる政策
立案の活性化を主眼に置き議論を重ねまし
たが、結論を見出せませんでした。
　以上、本委員会での調査及び審査の一端
です。倉吉市議会は今後も「市民と議会関
係」と「議会の見える化」など、倉吉市民の
皆様に寄り添い取り組みを進めて参ります
ので、今後ともよろしくお願いいたします。

１ 定例会の会期のあり方に関すること
２ 常任委員会の手法に関すること
３ 議案説明会の運営方法に関すること
４ 議会基本条例の具体的運用に関すること
５ 政治倫理条例の見直しに関すること　
６ 議員定数、報酬に関すること
７ 通年議会に関すること
８ 倉吉市ハラスメント防止条例の策定に

関すること
９ 主権者教育の取組に関すること



YouTube 配信のお知らせ

　現在、倉吉市議会では、本会議の様子を
ケーブルテレビ（NCN）で、ライブ放送と録
画放送をしておりますが、令和７年12月定例
会より議会の本会議・予算決算常任委員会の
YouTube配信を始めます。
　ぜひ、YouTubeで倉吉市議会をご覧くださ
い！

　※ケーブルテレビも今までどおり、放送し
　　ます。

アカウント名
「倉吉市議会公式チャンネル」

（注意事項）
ライブ配信及び録画配信は、機器等の不具合
などにより、配信ができない場合などもあり
ますので、あらかじめご了承ください。

URL：https://www.youtube.com/channel/
                        UCqhcaHh0I0IXXtrHe0zvqFA

発行：倉吉市議会 ／ 編集：議会だより編集委員
〒682-8611 鳥取県倉吉市葵町722　TEL.（0858）２２－８１４５　FAX.（0858）２２－８１４６

　ゆったりとした時間が取れない日々の中
で、「整理整頓がめんどくさい」「もったいない
の積み重ね」により、物であふれる暮らしにふ

と気づいた。末娘の声かけで生活空間にあふれるさま
ざまな物を断捨離した結果、部屋はきれいになり、心
も軽くなった。スッキリとした生活を継続したいとい
う思いを胸に、今後は小さな習慣を積み重ね、忙しい
日常にも負けず、物と心の距離を縮めていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （事務局Ｉ）

議会だより「白壁」
のご意見・ご感想はこちら ▶

令和７年 １２月 倉吉市議会定例会
【会　　期】 12月１日（月）～１２月17日（水）
【会議日程】

倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧いただけます。
会議予定、議長日程、議員名簿、市議会だより、
会議録などを掲載しています。

倉吉市議会 検索

月日 曜
日

会議
区分 時 間 内　容

１２月１日 月 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明

２日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

３日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

４日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

５日 金 予備日
６日 土 休会
７日 日 休会

８日 月 本会議 午前１０時 付託議案に対する質疑～
委員会付託

９日 火 予備日

１０日 水 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会 (予定)

１１日 木 予備日

１２日 金 委員会 午前１０時 常任委員会(総産・厚文) 

１３日 土 休会
１４日 日 休会
１５日 月 予備日
１６日 火 議事整理日

１７日 水 本会議 午前１０時 委員長報告～
付議議案の討論・採決

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり
　 ※�録画放送は開催日の午後７時から。

            …ユーチューブ配信あり
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